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　だより

　
戦
地
か
ら
の
映
像
に
、
言

葉
を
失
う
。
ど
う
す
れ
ば
、

争
い
は
治
ま
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
か

ら
14
年
後
、
国
際
連
盟
は
戦

争
の
反
省
と
し
て
、
物
理
学

者
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
53

歳
）
に
あ
る
依
頼
を
し
た
。
　
　
　

　
好
き
な
相
手
を
選
び
、
今

の
文
明
で
も
っ
と
も
大
切
な

問
い
を
た
て
、
書
簡
を
交
わ

し
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。

　
彼
は
「
人
は
な
ぜ
戦
争
を

す
る
の
か
」
と
し
て
、
心
理

学
者
フ
ロ
イ
ト
（
76
歳
）
を

相
手
に
選
ん
だ
。

　
フ
ロ
イ
ト
は
「
自
身
の
生

命
を
保
持
す
る
欲
動
は
、
破

壊
の
欲
動
な
し
に
保
持
で
き

な
い
。
人
類
の
歴
史
の
大
半

は
、
戦
争
と
い
う
力
比
べ
に

よ
っ
て
決
着
し
て
き
た
」
と

述
べ
、
争
い
は
な
く
な
ら
な

い
こ
と
を
示
し
た
。

　
親
鸞
聖
人
は
人
の
姿
を

「
さ
る
べ
き
業
縁
の
も
よ
お

せ
ば
い
か
な
る
ふ
る
ま
い
も

す
べ
し
」
と
言
わ
れ
「
い
ず

れ
の
行
も
お
よ
び
が
た
き

身
」
と
教
え
ら
れ
て
い
る
。

　
悲
し
い
こ
と
だ
。

　
フ
ロ
イ
ト
は
「
文
化
を
発

展
さ
せ
る
と
人
間
の
機
能
が

低
下
す
る
の
で
欲
動
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
の
で
は
」

と
手
紙
に
提
言
し
て
い
る
。

　
文
化
が
発
展
し
た
国
に
暮

ら
す
私
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
傘
を
持
た
ず
に
、
雨
に
見

舞
わ
れ
る
と「
異
常
気
象
だ
」

と
。
お
参
り
先
で
鴨
居
に
頭

を
ぶ
つ
け
れ
ば「
古
い
家
だ
」

と
。玄
関
で
つ
ま
づ
け
ば「
こ

ん
な
造
り
で
は
」
と
、
一
度

も
自
身
を
疑
わ
な
い
。
ど
う

も
私
は
、
文
化
の
発
展
と
比

例
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。

　「
い
ず
れ
の
行
も
お
よ
び

が
た
き
身
」
と
は
、
人
の
本

性
は
絶
対
に
変
わ
ら
な
い
の

だ
と
い
う
こ
と
だ
。

　
そ
ん
な
私
に
仏
教
は
「
あ

な
た
は
、
そ
の
す
が
た
に
う

な
づ
け
ま
す
か
」
と
常
に
問

う
て
く
る
。
真
実
を
知
ら
さ

れ
る
の
と
知
ら
な
い
の
で
は

大
き
な
違
い
だ
。
そ
れ
が
人

の
生
き
方
な
の
だ
ろ
う
。

　
争
い

　

大
谷 

義
文

２０２５年１月 １日　第６３　号

発行人　大谷義文

金剛山 阿弥陀寺

納骨堂増築工事中納骨堂増築工事中

恭
賀
新
年

恭
賀
新
年
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　  

大
悲
に
生
き
る
人
と
あ
う

　
　

 

　

願
い
に
生
き
る
人
と
な
る
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阿弥陀寺だより
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（家族・親族の安心プラン）
ファミリープラン

１日葬プランもあります。19.8万円（税込み）より

33万円より税込み

info@kiyamasougi.jp

唐
草
サ
行
（
大
木 

歌
子
）
句
会
楓

か
え
で

組

  

秋
彼
岸
会

秋
彼
岸
会
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コ
ー
ル
・
ポ
ー
タ
ー
。

１
８
９
１
年
米
国
生
ま
れ

の
作
曲
家
。「
夜
も
昼
も
」、

「
オ
ー
ル
オ
ブ
ユ
ー
」
等

数
々
の
名
曲
を
世
に
送
り
出

し
、
Ｃ
・
パ
ー
カ
ー
、
Ｍ
・
デ

イ
ビ
ス
、
Ｊ
・
コ
ル
ト
レ
ー

ン
等
ジ
ャ
ズ
界
の
巨
匠
に
も

数
多
く
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
日
Ｃ
・
ポ
ー
タ
ー
の
半

生
を
綴
っ
た
映
画
「
五
線
譜

の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
コ
ー
ル
を
支
え
た

リ
ン
ダ
夫
人
と
の
出
会
い
か

ら
彼
を
作
曲
家
と
し
て
の
不

動
の
地
位
ま
で
築
き
上
げ
た

珠
玉
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
全
編

を
通
し
て
コ
ー
ル
の
曲
を

バ
ッ
ク
に
、
美
し
く
気
品
の

あ
る
風
情
を
醸
し
出
し
て
い

ま
す
。
私
は
と
り
わ
け
「
All 

Of 

You
（
あ
な
た
の
全
て
）」

と
い
う
恋
の
歌
が
一
番
好
き

で
す
。
今
思
え
ば
一
度
く

ら
い
、「
オ
ー
ル
オ
ブ
ユ
ー
」

と
言
っ
て
み
た
か
っ
た
。
か

な
わ
ぬ
夢
物
語
で
す
ね（
笑
）

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

総
代
の
森
雄
二
で
す
。
社

会
保
険
労
務
士
を
し
て
い

ま
す
。
ジ
ャ
ズ
に
熱
狂
し

た
、
青
春
時
代
を
回
想
し
、

ひ
と
言
つ
ぶ
や
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
付

き
合
い
お
願
い
し
ま
す
。

総代のつぶやき ５１総代のつぶやき ５１

♬♬oo
オフ

ffff・・bb
ビート

eateat
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

　

節
目
と
は
、
竹
は
空
洞
だ

が
節
が
あ
る
こ
と
で
強
く
高

く
伸
び
る
こ
と
か
ら
言
わ
れ

る
言
葉
だ
。
物
事
に
は
、
節

目
が
あ
る
こ
と
で
大
き
く
前

進
す
る
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
前

進
す
る
上
で
そ
の
過
程
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
日
々
教

え
ら
れ
る
。

 

先
日
、
私
が
勤
務
し
て
い

る
西
徳
寺
で
開
基
４
０
０
年
、

本
堂
建
立
１
０
０
年
の
記
念

法
要
が
勤
ま
っ
た
。
身
に
染

み
て
そ
の
法
要
の
壮
大
さ
に

感
動
を
覚
え
た
半
面
、
こ
れ

か
ら
新
た
に
歴
史
が
続
い
て

い
く
こ
と
に
責
任
と
自
覚
が

芽
生
え
た
法
要
と
な
っ
た
。　
　

　

何
よ
り
も
、
こ
の
節
目
の

法
要
に
私
自
身
が
出
会
え
た

事
実
に
驚
き
、
改
め
て
貴
重

な
体
験
を
し
た
と
感
じ
た
。

た
だ
、
そ
こ
に
こ
れ
ま
で
の

歴
史
に
立
ち
返
る
と
い
う
こ

と
が
抜
け
落
ち
て
い
た
よ
う

に
思
う
。

　

歴
史
を
「
継
承
」
す
る
に

は
責
任
や
自
覚
と
い
う
言
葉

で
は
足
ら
な
い
。
先
ば
か
り

を
見
る
の
で
は
な
く
、
立
ち

止
ま
り
、
そ
の
節
を
縁
と
し

て
過
去
に
目
を
向
け
て
い
く

こ
と
が
歴
史
の
継
承
に
繋
が

る
の
で
あ
る
。
再
度
考
え
る
。

１
９
２
３
年
、
関
東
大
震
災

で
焼
失
し
た
西
徳
寺
で
、
記

念
法
要
と
い
う
節
目
に
出
会

わ
せ
て
い
た
だ
い
た
意
味
を
。

釋
し
ゃ
く 

芳ほ
う

隆
り
ゅ
う

（
大お

お

谷た
に 

隆
り
ゅ
う

）

第11回

『
大お

お

江え

戸ど

日に
っ

記き

！
』

昨
年
の
７
月
、
初
め
て
入

院
手
術
を
経
験
し
ま
し
た
。　
　

私
が
患
っ
た
病
気
は
「
顎

変
形
症
」
と
い
う
あ
ご
の
病

気
で
す
。
聞
き
馴
染
み
の
な

い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
生
活
習
慣
や
遺
伝
に

よ
っ
て
、
歯
の
噛
み
合
わ
せ

が
正
常
で
な
い
人
に
診
断
が

下
り
ま
す
。
そ
の
状
態
は
、

左
右
非
対
称
や
受
け
口
な
ど

多
様
で
す
。
こ
れ
ら
が
原
因

で
、
骨
格
の
歪
み
や
痛
み
が

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私

は
開
口
障
害
、
片
頭
痛
、
首

と
肩
の
凝
り
が
影
響
と
し
て

あ
ら
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

手
術
は
全
身
麻
酔
で
約
４

時
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
口
内

に
メ
ス
を
入
れ
て
下
の
あ
ご

の
骨
を
削
り
、
７
ミ
リ
後
方

に
移
動
さ
せ
て
い
ま
す
。
術

後
は
口
が
動
か
ぬ
よ
う
、
上

下
の
あ
ご
を
ワ
イ
ヤ
ー
で

10
日
間
も
固
定
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
食
事
が
流
動

食
と
な
り
、
お
腹
を
下
し
脱

水
症
状
が
続
い
た
た
め
、
体

重
が
６
キ
ロ
も
減
り
ま
し
た
。

気
力
、
体
力
と
も
に
削
ら
れ
、

入
院
中
で
も
っ
と
も
苦
し
い

期
間
で
し
た
。

現
在
は
体
重
も
戻
り
、
後

遺
症
も
な
く
、
体
の
不
調
も

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
治
療
を

選
択
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
う
れ
し
い
変
化

は
、
滑
舌
が
よ
く
な
っ
た
こ

と
で
す
。

釋
し
ゃ
く 

智ち

明
み
ょ
う

（
川か

わ

村む
ら 

智と
も

明あ
き

）第27回

『
肥ひ

後ご

山さ
ん

中
ち
ゅ
う

膝ひ
ざ

栗く
り

毛げ

』

　

小
学
３
年
生
の
長
女
が
、

時
々
「
学
校
に
行
き
た
く
な

い
」
と
言
い
ま
す
。
理
由
を

た
ず
ね
る
と「
な
ん
と
な
く
」

と
し
か
言
い
ま
せ
ん
。「
無

理
し
て
で
も
行
き
な
さ
い
」

と
も
「
好
き
な
だ
け
休
ん
で

い
い
よ
」
と
も
言
え
ず
、
ど

の
よ
う
な
言
葉
を
か
け
れ
ば

い
い
か
迷
い
ま
す
。

　

不
登
校
の
小
学
生
が
増
え

て
い
ま
す
。現
在
は
、フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
な
ど
が
あ
り
、
昔
と
比
べ
、

選
択
肢
が
増
え
た
こ
と
を
あ

り
が
た
く
感
じ
ま
す
。

　

私
も
小
学
生
の
頃
、
ど
う

し
て
も
学
校
に
行
き
た
く
な

い
日
が
あ
り
、
家
を
出
た
あ

と
、
近
所
の
空
き
地
で
時
間

を
つ
ぶ
し
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
後
、
こ
の
ま
ま
戻

れ
な
く
な
る
か
も
と
い
う
不

安
か
ら
、
頑
張
っ
て
登
校
し

ま
し
た
が
、
当
時
の
自
分
に

は
そ
れ
し
か
選
べ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

価
値
観
が
変
わ
っ
て
い
く

世
の
中
で
、
な
に
が
本
当
に

大
事
な
こ
と
な
の
か
考
え
る

日
々
で
す
。
こ
れ
か
ら
社
会

と
関
わ
っ
て
い
く
子
ど
も
に

何
を
伝
え
る
の
か
と
い
う
問

い
は
、
そ
の
ま
ま
、
私
が
ど

の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
い

る
の
か
、
と
い
う
問
い
か
け

の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

釋
し
ゃ
く 

博は
く

真し
ん

（
栃と

ち

原は
ら 

真ま
さ

人と

）
第48回

『
御ご

修し
ゅ

行
ぎ
ょ
う

奮ふ
ん

闘と
う

記き

』

２０２５年１月 １日　第６３号

母
さ
ん
に
百
の
抽
斗
秋
彼
岸

「仏の光、私の眼」有馬麻衣子 布教使「仏の光、私の眼」有馬麻衣子 布教使

　
昨
年
、
9
月
23
日
（
月
曜
日
）、
彼
岸
会
が
勤
ま
り
ま
し
た
。

　
大
阪
、
中
井
賢
隆
師
。
京
都
、
は
が
み
ち
こ
師
。
長
崎
、
有

馬
麻
衣
子
師
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
30
分
ず
つ
の
ご
法
話
を
リ

レ
ー
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
い
て
の
布
教
使

方
々
で
、
皆
さ
ま
か
ら
「
お
帰
り
～
」
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

な
か
な

か
帰
省
で

き
ず
に
、

今
年
も
残

り
わ
ず
か
。

一
人
暮
ら

し
の
母
は

間
も
な
く

九
十
三
歳

に
な
る
。

　

こ
の
秋
、
我
が
合
志
町
に

て
待
望
の
夏
井
い
つ
き
句
会

ラ
イ
ブ
が
、
満
席
五
百
人
で

開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
全
員

が
五
分
で
同
時
に
詠
む
と
い

う
や
り
方
。
お
題
は
台
所
の

画
像
一
枚
。

　

浮
か
ん
だ
台
所
の
母
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
た
く
さ
ん
の
知

識
の
抽ひ

き

斗だ
し

と
お
も
て
な
し
料

理
を
作
る
頼
も
し
い
後
ろ
姿
。

　

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
鹿

児
島
弁
、「
て
げ
て
げ
で
良

か
ど
」
が
口
癖
の
母
を
お
手

本
に
し
た
い
。

　

頑
張
り
す
ぎ
な
い
生
き
方

が
長
生
き
の
秘
訣
か
も
し
れ

な
い
。

　
　
　
　
リ
レ
ー
法
話
！

　
　

ポヤポヤさんミニコンサートポヤポヤさんミニコンサート

「逆走なき歩み」中井 賢隆 布教使「逆走なき歩み」中井 賢隆 布教使「人の間にひかりがみちる」「人の間にひかりがみちる」
　　　　　　　　はがみちこ 布教使　　　　　　　　はがみちこ 布教使

夏
井
い
つ
き 

句
会
ラ
イ
ブ 

合
志
特
選
句 

九
月
一
日



阿弥陀寺だより

　
　
　

猫ね
こ

伏ぼ
く

石い
し

の
声

令
和
７
年 

法
要 

予
定

　

◉

報
恩
講

１
月
12
日
（
日
）
13
時
～

　
法
話
　
中
井 

賢
隆 

師

　
　（
大
阪
・
最
勝
寺
住
職
）

ポ
ヤ
ポ
ヤ
（
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
）

　

◉

差
向
け
布
教

２
月
24
日
（
月
）
13
時
30
分

　
法
話
　
山
崎 

哲 

師

　（
東
京
都 

西
徳
寺
住
職
）

　

◉

春
彼
岸
会

３
月
22
日
（
土
）
13
時
30
分

　「
精
神
科
医
と

　
　
能
楽
師
と
読
む
経
典
」

安
田 

登  

師
（
能
楽
師
）

大
島
淑
夫 

師
（
精
神
科
医
）

ポ
ヤ
ポ
ヤ
（
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
）

　

◉

法
話
の
会

５
月
25
日
（
日
）
14
時
～

　
法
話

　
川
村 

智
明

　
　
　
　
栃
原 

真
人

　
　
　
　
大
谷 

義
文

　

◉

寺
子
屋

６
月
15
日
（
日
）
14
時
～

安
田 

登  

師
（
能
楽
師
）

ポ
ヤ
ポ
ヤ
（
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
）

　

◉

法
話
の
会

７
月
６
日
（
日
）
14
時
～

法
話
　
　
川
村 

智
明

　
　
　
　
栃
原 

真
人

　
　
　
　
大
谷 

義
文

　

◉

秋
彼
岸
会

９
月
21
日
（
日
）
13
時
30
分

法
話
　
中
井 

賢
隆 

師

    

（
大
阪
・
最
勝
寺
住
職
）

      

は
が
み
ち
こ 

師

　
　
　
　（
岡
山
・
正
覚
寺
）

　
　
　
有
馬
麻
衣
子 

師

        

（
長
崎
・
正
覚
寺
）

　

◉

寺
子
屋
（
語
り
の
秋
）

11
月
３
日
（
月
）
14
時
～

安
田 

登 

師 

（
能
楽
師
）

玉
川
奈
々
福 

師(

浪
曲
師
）

ポ
ヤ
ポ
ヤ
（
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
）

　

◉

寺
子
屋
（
歳
暮
の
会
）

12
月
21
日
（
日
）
14
時
～

安
田 

登 
 

師
（
能
楽
師
）

ポ
ヤ
ポ
ヤ
（
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
）

　※
１
月
12
日
以
降
、
一
時
的

に
納
骨
堂
へ
お
参
り
が
で
き

な
い
時
期
が
生
じ
ま
す
。
お

参
り
の
際
は
、
ご
連
絡
を
頂

き
た
く
存
じ
ま
す
。

　
０
９
６-

２
８
９-

０
４
２
４

p

日 

時
・
２
月
24
日
（
月
曜
日
）

　
　
　 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 
終
了

法 

話
・
山
崎
　
哲 

布
教
使
（
東
京
・
西
徳
寺
住
職
）
　
　
　

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

報
恩
講
（
親
鸞
聖
人
の
ご
法
事
）　

日 

時
・
１
月
12
日
（
日
曜
日
）

　
　
　 

午
後
１
時
～
読
経
・
法
話
～
４
時 

終
了

法 
話
・
中
井 

賢
隆 

布
教
使
（
大
阪
・
最
勝
寺
住
職
）

講 

題
・
「
寿じ

ゅ

な
る
い
の
ち

　
命

み
ょ
う

な
る
い
の
ち
」

　 

　
・
ポ
ヤ
ポ
ヤ
　
※
法
要
終
了
後
、
懇
親
会
が
ご
ざ
い
ま
す
。

差
向
け
布
教

　
納
骨
堂
追
弔
法
要

　
永
代
経
法
要

年回忌表 令和 7 年 (2025)

  1 周忌　令和  6 年（2024）

  3 回忌　令和  5 年（2023）

  7 回忌　令和 元 年（2019）

13 回忌　平成 25 年（2013）

17 回忌　平成 21 年（2009）

23 回忌　平成 15 年（2003）

27 回忌　平成 11 年（1999）

33 回忌　平成  5 年（1993)

37 回忌　平成 元 年（1989）

50 回忌　昭和 51 年（1976)

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト

　上記が今年の年回忌です。

ご予定が決まりましたら、

お寺に連絡をお願い申し上

げます。
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